
内視鏡システム(内視鏡下椎間板摘出術) 

内視鏡を使用した椎間板ヘルニアの手術方法です。傷口が 18～20mm 弱と小さいので、

身体にかかる負担が小さく、治療に要する入院期間も短いため、早期社会復帰が可能な

椎間板ヘルニア手術の一つです。 

 

 


